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インタビュアー（山本、梶山、大場、中林）

交通基盤部理事（空港関連基盤整備担当）
兼　島田土木事務所長

内山　和好　氏

【略歴】

平成25年4月　交通基盤部管理局政策監

平成27年4月　交通基盤部理事

出
身
地
や
こ
れ
ま
で
の
経
歴
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

出
身
は
浜
松
市
で
す
。
住
ま
い
は
市
内
を
転
々
と

し
ま
し
た
が
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
現
在
の
南
区
老

間
町
（
天
竜
川
と
安
間
川
の
合
流
点
付
近
）
に
住
ん

で
お
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
中
区
富
塚
町
佐
鳴
湖
北
岸
の
閑
静
な
住

宅
街
に
住
ん
で
い
ま
す
。
住
宅
街
で
は
あ
り
ま
す
が

野
鳥
や
リ
ス
な
ど
の
小
動
物
が
多
く
、
近
く
に
は
佐

鳴
湖
公
園
も
あ
り
、
休
日
に
は
運
動
を
兼
ね
て
散
策

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

県
の
職
員
と
し
て
昭
和
57
年
に
入
庁
し
、
掛
川
支

所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
年
の
９
月
に
台
風
18

号
に
よ
る
災
害
が
あ
り
、
掛
川
市
内
の
逆
川
に
堤
防

決
壊
や
溢
水
が
あ
り
ま
し
た
。
災
害
発
生
時
か
ら
１

日
置
き
に
、
支
所
に
泊
ま
り
込
ん
で
の
災
害
復
旧
事

業
に
関
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
西
部
３
事
務
所
の

企
画
検
査
課
勤
務
を
経
て
、
本
庁
の
空
港
計
画
室
に

配
属
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
空
港
建
設
の
認
可

を
受
け
る
前
で
、
出
航
率
、
事
業
費
圧
縮
、
空
域
調

整
な
ど
の
様
々
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
、
新
規
事
業
採

択
へ
の
道
筋
づ
く
り
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
街
地
整
備
課
で
区
画
整
理
を
担
当
し

た
り
、
新
東
名
の
用
地
関
係
の
仕
事
を
し
た
り
、
Ｕ

Ｒ
（
当
時
の
地
域
振
興
整
備
公
団
）
浜
北
新
都
市
開

発
、
下
水
道
事
業
な
ど
多
彩
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。
平
成
23
年
度
か
ら
交
通
基
盤
部
空
港
局
空
港

経
営
課
技
監
と
し
て
、
建
設
時
に
は
直
接
関
わ
れ
な

か
っ
た
空
港
に
、
経
営
と
い
う
観
点
で
再
び
取
り
組

む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
進
め
て
い
る
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、
将
来
の
空
港
の
在
り
方

と
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
空
港
関
連
の

仕
事
を
中
心
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
当
事
務
所
管
内

は
将
来
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

趣
味
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

若
い
時
は
サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

怪
我
を
し
て
か
ら
は
読
書
が
趣
味
と
な
り
ま
し
た
。

年
間
３
０
０
冊
以
上
読
ん
で
い
ま
す
。
島
田
土
木
へ

の
通
勤
も
、
浜
松
か
ら
電
車
で
50
分
程
か
か
り
ま
す

の
で
、
週
に
４
冊
程
度
は
読
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

最
近
の
関
心
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

島
田
土
木
事
務
所
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、
今
ま

で
の
仕
事
の
中
で
も
管
内
に
は
何
か
と
縁
が
あ
り
ま

し
た
。
焼
津
市
・
藤
枝
市
・
島
田
市
・
牧
之
原
市
・

吉
田
町
・
川
根
本
町
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
歴
史
・
文
化
・

地
勢
な
ど
が
異
な
り
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
も
様
々

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
早
く
そ
れ
ら
を
理
解
し
、

適
切
な
土
木
行
政
の
執
行
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

今
年
度
の
重
点
方
針
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

静
岡
県
交
通
基
盤
部
で
は
、
新
た
な
社
会
資
本
整

備
重
点
計
画
と
し
て
「
美
し
い
“
ふ
じ
の
く
に
”
イ

ン
フ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
ど
こ
に
住
ん
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日

本
一
の
安
全
な
県
土
づ
く
り
と
い
う
「
安
全
・
安

心
」、
活
発
な
経
済
活
動
と
快
適
な
交
流
を
支
え
る

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
で
あ
る
「
活
力
・
交
流
」、

自
然
や
歴
史
・
文
化
と
調
和
す
る
人
々
の
憧
れ
を
呼

ぶ
美
し
い
「
環
境
・
景
観
」
の
３
つ
の
重
点
分
野
を

掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

当
事
務
所
に
お
い
て
も
、
相
良
須
々
木
海
岸
の
津

波
対
策
な
ど
の
事
業
や
、
国
道
４
７
３
号
金
谷
相
良

道
路
な
ど
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
充
実
を
進
め

る
と
と
も
に
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
豊
か
な
自
然
を
賢
く
活
用
し
、
美
し
く
、
質
の

高
い
、
環
境
に
配
慮
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

本
県
に
お
け
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
管

理
及
び
災
害
等
へ
の
迅
速
な
対
応
を
図
る
上
で
、
活

力
あ
る
建
設
産
業
の
維
持
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域

の
建
設
業
界
が
力
強
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
建
設
業
就
業
者
は
、
60
歳
以
上
の
割
合
が
増

加
し
、
若
年
者
30
歳
未
満
の
割
合
が
大
き
く
減
少
し

て
お
り
、
将
来
に
わ
た
る
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
建

設
業
の
魅
力
ア
ッ
プ
や
就
業
環
境
の
向
上
を
図
る
た

め
、
働
き
方
改
革
や
人
材
育
成
を
推
進
し
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
必
要
性
と
そ
の
や
り
が
い
に
つ
い
て

広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
建
設
産
業
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
、

建
設
産
業
の
担
い
手
確
保
に
官
民
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
か
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

　

産
官
学
が
連
携
し
て
、
１
．
建
設
産
業
の
理
解
促

進
へ
の
取
り
組
み　

２
．
担
い
手
確
保
育
成
に
対
す

る
支
援　

３
．
労
働
環
境
の
改
善 

４
．
工
事
の
Ｉ

Ｔ
化
の
推
進
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
互
い
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
未
来
に
わ
た
る
建

設
産
業
の
発
展
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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インタビュアー（梶山、古川、足立、三村、八木）

ご
出
身
や
趣
味
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

焼
津
市
出
身
で
、
高
校
ま
で
は
自
宅
か
ら
通
学
、

大
学
は
京
都
で
植
物
遺
伝
学
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
年
に
静
岡
県
庁
に
農
業
職
と
し
て
入
庁

以
来
、
三
十
三
年
間
県
庁
と
現
場
が
ほ
ぼ
半
々
く
ら

い
で
す
。

　

趣
味
は
鉄
道
で
の
旅
や
街
並
み
巡
り
、
特
に
酒
蔵

の
あ
る
町
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

最
近
の
関
心
事
は
何
で
す
か
？

　
「
第
４
次
産
業
革
命
」
の
時
代
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
ロ
ボ
ッ
ト
等
の

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
）」
が
急
速
に
進
み
、

産
業
構
造
や
就
業
構
造
が
劇
的
に
変
わ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

農
業
に
お
い
て
も
、
①
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
基
づ
く

最
適
な
栽
培
管
理
、
②
人
口
知
能
に
よ
る
複
雑
な
作

業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
、
③
画
像
認
識
に
よ
る
病
害
虫
の

病
徴
等
の
早
期
発
見
、
④
自
律
的
判
断
に
よ
る
農
機

の
自
動
・
高
度
化
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
林
業
は
建
設
業
と
同
様
、
マ

ン
パ
ワ
ー
や
経
験
、
技
能
に
頼
る
部
分
が
大
き
い
で

す
が
、
今
後
こ
れ
ら
の
技
術
革
新
に
よ
る
生
産
現
場

へ
の
影
響
や
効
果
等
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
赴
任
先
で
の
思
い
出
は
？

　

経
済
産
業
部
茶
業
農
産
課
に
在
任
中
、
三
十
年
ぶ

り
と
な
る
大
凍
霜
害
が
発
生
、
翌
年
に
は
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
放
射
能
問
題
で
の
静
岡
茶
風
評
被
害
へ

の
対
応
と
苦
労
も
し
ま
し
た
が
、
安
全
性
、
機
能
性

等
の
情
報
発
信
や
、
中
山
間
の
一
〇
〇
銘
茶
、
紅
茶
・

ウ
ー
ロ
ン
茶
等
の
開
発
支
援
、
モ
デ
ル
茶
工
場
に
よ

る
生
産
現
場
の
体
質
強
化
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
充

実
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
み
か
ん
園
芸
課
長
、
農

芸
振
興
課
長
時
代
は
、
Ａ
Ｉ
（
農
業
情
報
科
学
）
に

よ
る
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
推
進
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
様
々
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
重
点
方
針
や
今
後
の
取
り
組
み
は
？

　

本
年
度
か
ら
新
た
な
県
総
合
計
画
、
県
経
済
産
業

ビ
ジ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
産
業
人
材
の

確
保
・
育
成
、
生
産
力
の
強
化
が
柱
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
基
幹
作
物
で
あ
る
茶
業
に
つ
い
て
は
、
需

要
に
応
じ
た
生
産
体
制
へ
の
転
換
が
急
務
で
す
。
牧

之
原
を
中
心
と
し
た
平
坦
地
で
は
、
集
積
・
集
約
化

と
基
盤
整
備
を
進
め
、
ド
リ
ン
ク
需
要
等
に
対
応
し

た
規
模
拡
大
と
コ
ス
ト
低
減
を
図
り
ま
す
。
一
方
、

中
山
間
地
で
は
、
輸
出
も
視
野
に
入
れ
、
有
機
栽
培

や
て
ん
茶
等
付
加
価
値
の
高
い
お
茶
づ
く
り
へ
の
転

換
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
井
川
用
水
等
の
水
利
施
設
に
つ
い
て
は
、
近
年

老
朽
化
に
よ
る
機
能
低
下
や
地
震
等
の
安
全
性
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
的
な
更
新
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

　

林
業
で
は
、
丸
太
の
増
産
と
流
域
内
外
の
木
材
加

工
施
設
へ
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
「
ふ
じ
の
く
に

林
業
成
長
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
治
山
事
業
に
よ
る
山
地
災
害
の
早
期
復
旧
と
被

災
の
軽
減
等
に
よ
り
森
林
の
適
正
な
保
全
を
図
り
ま

す
。

建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　

農
林
業
生
産
の
ベ
ー
ス
と
な
る
の
は
、
ほ
場
、
農

道
、
林
道
、
用
水
、
た
め
池
等
の
生
産
基
盤
。
き
ち

ん
と
し
た
基
盤
が
確
保
さ
れ
て
こ
そ
、
農
林
業
の
担

い
手
は
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
ま

す
。
建
設
業
界
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ら
の
生
産
基
盤

の
整
備
等
に
多
大
な
御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
も
、
質
の
高
い
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

志太榛原農林事務所 所長

塚本　忠士　氏
【略歴】

平成27年４月　経済産業部みかん園芸課長・農芸振興課長
平成29年４月　工業技術研究所　沼津工業技術支援センター長
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インタビュアー（梶山、古川、八木）

出
身
地
や
略
歴
・
趣
味
な
ど

　

静
岡
生
ま
れ
。
結
婚
後
10
年
間
は
岡
部
町
で
過
ご

し
、
現
在
は
静
岡
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
地
は
、
県
庁
河
川
課
災
害
係
を
振
り
だ
し
に

島
田
土
木
な
ど
主
に
県
中
部
の
職
場
を
経
験
し
た
後
、

平
成
12
年
度
か
ら
合
計
10
年
間
を
空
港
建
設
事
業
に

携
わ
り
、
そ
の
後
は
、
熱
海
、
富
士
、
浜
松
土
木
天

竜
支
局
を
経
た
後
、
現
事
務
所
に
勤
務
と
な
り
ま
し

た
。

　

趣
味
は
、
ひ
た
す
ら
に
歩
く
こ
と
（
平
日
で
１
日

１
５
，
０
０
０
歩
）
と
、
休
日
に
は
プ
ラ
ン
タ
ー
を

使
っ
た
庭
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

最
近
の
関
心
事

　

年
と
と
も
に
、
活
動
の
基
と
な
る
「
健
康
」
に
今

ま
で
以
上
に
気
を
配
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
身

土
不
二
（
し
ん
ど
ふ
に
）」「
代
謝
と
酵
素
」「
タ
イ

ミ
ン
グ
と
バ
ラ
ン
ス
」
な
ど
な
ど
関
心
の
あ
る
本
を

読
ん
で
、
生
活
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

身
土
不
二
と
は
、「
ひ
と
は
住
ん
で
い
る
土
地
や

気
候
な
ど
の
環
境
に
適
合
し
た
体
を
備
え
て
生
き
て

お
り
、
同
じ
環
境
で
育
っ
た
作
物
は
私
た
ち
に
必
要

な
栄
養
成
分
を
含
み
、
吸
収
す
る
の
に
無
理
が
無
く
、

旬
の
食
材
か
ら
は
、
そ
の
時
季
に
必
要
な
成
分
を
摂

る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

普
段
の
仕
事
に
も
適
用
で
き
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

中
で
体
験
し
た
仕
事
は
、
人
生
の
中
で
ひ
と
づ
く
り

の
栄
養
素
と
な
り
、
そ
の
後
の
経
験
と
し
て
役
に
立

つ
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
赴
任
先
の
中
で
印
象
に
残
る
思
い
出

　

今
振
り
返
る
と
総
て
が
大
事
な
経
験
・
思
い
出
で

す
。
中
で
も
、
最
初
に
経
験
し
た
河
川
課
災
害
係
と

空
港
建
設
事
業
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
採
用
の
河
川
課
の
時
、
昭
和
57
年
の
台
風
災

害
が
発
生
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
査
定
と
呼
ば
れ
た
第
６

次
災
害
査
定
ま
で
に
３
０
０
０
件
を
受
検
し
、
結
果

と
し
て
昭
和
33
年
の
狩
野
川
台
風
以
来
の
大
災
害
の

復
旧
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
、
今
で
も
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
が
、
空
港
建
設
事
業
で
す
。
空
港
計

画
・
国
の
航
空
局
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
建
設
協
議
・

地
元
調
整
や
土
地
収
用
法
の
手
続
き
・
供
用
後
で
夜

間
作
業
と
な
る
小
型
機
エ
プ
ロ
ン
工
事
な
ど
す
べ
て

に
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
重
点
方
針
や
今
後
の
取
組

　

焼
津
漁
港
の
三
本
柱
と
し
て
、
安
全
・
安
心
な
漁

港
づ
く
り
（
台
風
や
地
震
・
津
波
対
策
）、
水
産
物

が
安
定
供
給
で
き
る
施
設
整
備
、
愛
さ
れ
親
し
ま
れ

る
漁
港
環
境
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
焼
津
新
港
地
区
新
屋
-7
ｍ
岸
壁
と
城

之
腰
-7
ｍ
の
耐
震
化
改
良
工
事
を
行
い
、
昨
年
度
完

了
し
た
焼
津
外
港
地
区
西
耐
震
岸
壁
前
面
の
泊
地
を

浚
渫
工
事
に
よ
り
-7
ｍ
か
ら
-9
ｍ
に
増
深
し
ま
す
。

　

津
波
対
策
と
し
て
は
、
津
波
の
勢
い
を
港
外
側
で

弱
め
る
た
め
外
港
防
波
堤
の
粘
り
強
い
防
波
堤
改
良

工
事
を
引
き
続
き
行
い
、
ま
た
、
多
重
防
御
の
考
え

方
に
基
づ
き
、
経
済
被
害
の
回
避
と
人
命
の
防
護
の

た
め
、
地
元
と
漁
業
関
係
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

て
、
水
門
工
の
検
討
と
内
港
地
区
胸
壁
工
の
設
計
・

整
備
と
を
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
昨
年
台
風
21
号
に
よ
り
被
災
し
た
外
港

防
波
堤
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
復
旧
工
事
や
、
漁
船
の
安
全

な
航
行
の
た
め
、
小
川
泊
地
・
焼
津
第
１
船
渠
の
浚

渫
を
行
い
ま
す
。

　

焼
津
漁
港
内
の
公
園
・
緑
地
管
理
で
は
、
利
用
者

や
住
民
が
ポ
ー
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
、
清
掃
や
美

化
活
動
な
ど
を
実
施
す
る
「
し
ず
お
か
ポ
ー
ト
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
６
団
体
を

認
定
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、ポ
ー
ト
サ
ポ
ー

タ
ー
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
豊
か
で
快
適
な
漁
港
空

間
を
創
造
し
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
鰯
ヶ
島
ア
ク
ア
ス
焼
津
前
に
新
庁
舎

が
完
成
し
、
５
月
８
日
に
は
開
所
式
を
行
い
ま
し
た
。

平
日
は
、
１
階
展
示
室
が
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

社
会
資
本
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
地
元
活
性
化
に
向
け
た
「
経
世

済
民
」
の
思
想
に
沿
っ
て
、
地
域
づ
く
り
の
基
盤
と

な
る
土
木
施
設
の
整
備
・
維
持
・
管
理
を
共
に
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

常
日
頃
の
建
設
工
事
の
み
な
ら
ず
、
災
害
時
の
緊

急
対
応
は
、
全
国
各
地
で
の
事
例
を
見
て
お
り
ま
す

と
建
設
業
界
無
し
に
は
語
れ
ま
せ
ん
。　
　

　

今
後
も
、
協
会
員
皆
様
方
の
御
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
工
事
の
安
全
施
工
を
願
い
つ
つ
、
長
期
視

点
に
立
っ
て
平
準
化
・
事
業
継
続
・
担
い
手
育
成
等

に
つ
い
て
、
阿
吽
の
呼
吸
に
よ
り
良
い
関
係
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

焼津漁港 所長

鈴木　一彰　氏
【略歴】

平成27年４月　富士土木事務所

　　　　　　　技監兼企画検査課長

平成28年４月　浜松土木事務所　天竜支局長
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一般社団法人　島田建設業協会　新役員紹介
　役員の任期満了に伴い、平成30年5月15日の定時総会において、（一社）島田建設業協会、建災防島田分会及び
島田地区建設事業協同組合の役員が選任されたので紹介いたします。

会　長　橋本勝策
㈱橋本組

副会長　朝倉純夫
大河原建設㈱

副会長　鈴木　徹
㈱鈴木土建

副会長　山田壽久
㈱山田組

理事　岡村延昌
岡村建設工業㈱

理事　古川賢吾
フルカワクリエイト㈱

理事　山本利彦
㈱グロージオ

理事　紅林眞之
㈱丸　紅

理事　山岸　豊
山岸建設㈱

理事　原　廣太郎
㈱原小組

理事　梶山　基
㈱梶山組

理事　菊池松巳
㈱柳澤組

理事　木村紘一
㈱木村組

理事　増田雄也
相良建設㈱

理事　大石真也
大石建設㈱

専務理事　川本幸男
事務局長

監事　村松章典
㈱丸川組

監事　落合直人
㈱金谷工務店

監事　飯田忠史
カネ正建設㈱



【平成２８年度［第２８-Ｋ２０６０-０１号］二級河川葉梨川愛知静岡交流圏域活性化事業（河川）工事（矢板護岸工その２）】（28K2060011102）

【発注箇所座標】緯度:34度53分41.080秒　経度:138度14分51.427秒,　X:-23067m　Y:-122585m
この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図（タイル）を複製したものである。（承認番号　平27情複、第1044号）
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◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名	 平成28年度〔第28-K2060-01号〕二級河川
葉梨川愛知静岡交流圏域活性化事業

	 （河川）工事（矢板護岸工その２）工事箇所
工事場所	 藤枝市下之郷地先
工 期	 平成29年３月22日～平成29年６月30日
施 工 者	 フルカワクリエイト株式会社
発 注 者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 古川　俊介
工事概要	 地盤改良（スラリー攪拌）	 32㎥
	 コンクリートブロック積	 42㎡

工事のポイント
　本工事では、自社で開発した静岡県新技術・
新工法に登録されているＦＣＭ－３Ｄ工法を活
用した。本工法は、三次元計測システムを使用
し、位置、改良の深さ等がすべてモニターで管
理できるよう開発された３Ｄマシンガイダンス
による施工（ＩＣＴ施工）であり、従来の方法
をより改善することが出来た。

現　場　紹　介
平成28年度〔第28-K2060-01号〕二級河川葉梨川愛知静岡交流圏域活性化事業
（河川）工事（矢板護岸工その２）工事箇所　　　　　　　　　　　　　　　

現　場　紹　介

着手前

【フルカワクリエイト株式会社】

工事箇所
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◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名	 平成27年度[第27-Ｄ7361-01号]（国）362号防災・安全交付金
	 （国道道路改築）工事（（仮称）青部トンネル本体工）
工事箇所	 榛原郡川根本町青部　地内
工　　期	 平成27年12月22日～平成29年12月15日
施 工 者	 鴻池・梶山特定建設工事共同企業体
発 注 者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 山下　和也　　主任技術者　　馬場　清人
工事概要	 諸元延長	 324ｍ
	 幅　　員	 10.75ｍ
	 掘削工法	 ＮＡＴＭ（機械掘削）、矢板トンネル、ＴＢＭ
	 横断勾配	 片勾配2.0％
	 縦断勾配	 0.3％
	 曲線半径	 1,200ｍ
	 内空断面	 66.2㎡
	 地質構成	 頁岩、段丘堆積物（砂礫）

（元藤川側）
（元藤川側）

（青部側）（青部側）

　青部トンネルは川根本町の中心部を走る、国道３６２号の元藤川と崎平をつ
なぐ青部バイパスの一部です。本トンネルは、側面に鉄道トンネルが接近して
おり、掘削中は施設の挙動を観測しながら施工しました。また、
トンネルずりに基準値を超える自然の重金属（ヒ素）が観測さ
れたため、ヒ素対応設備等の増設など、当初設計に無い工事に
苦慮しましたが、完成することができました。

現　場　紹　介
平成27年度[第27-Ｄ7361-01号]（国）３６２号防災・安全交付金
（国道道路改築）工事（（仮称）青部トンネル本体工）
【株式会社梶山組】

現　場　紹　介

着手前
工事箇所



言いたい放題

　近年、建設業に限らず労働力不足が深刻化して

いる。「人手不足」関連倒産を見てみると、やはり

「建設業」が一番多い。次が「サービス業他」で、

この２産業で全体の約50％を占める。建設業と介

護事業などのサービス業は、慢性的な労働力不足

を解消出来ていない。

　建設業は公共工事や民間工事からの受注で仕

事をするが、忙しい時期は下請けの確保で非常に

苦労する。その影響で工期が間に合わなかったり、

仕事があるのに労働力不足から受注出来なかった

りと悪循環に陥る。

 K県のある建設会社は、下請けを確保出来ず工期

が遅れた。その影響で工事成績に影響が出て指名

停止を受けてしまった。また、別の建設会社では、

現場監督不足の影響で入札に参加したくても出来

ない状態が続いている。

 すでに限界にある中小零細建設業者ではいくら賃

金アップや待遇改善を行っても人材が集まらない

のが今の現状である。

　最近では、調べ物をするのにインターネットを通

してウィキペディアで検索して調べればほとんどの

事が瞬時に解る。でも、40年～ 50年前にはPC

がなく殆どの調べ物は、辞書や専門書、図鑑で調

べたり図書館に行ったりした。専門書を書店まで

買いに行くこともあった。また、計算は50年ほど

前は、三角関数等は数値テイブル表で調べたり簡

単な数値は覚えて筆算でやったりソロバンでやっ

たり計算尺で計算していた。

　でも今は、パソコンや電卓でやるのが当たり

前、今の若い人たちの計算では、アバウトな数値は、

覚える必要は無くなり、その都度最後の桁まで数

値を読むようになった。

　調べ物が楽に調べられ計算も簡単に出来る様に

なりパソコンの操作が解っている人が良くできる人

と評価したり自負したりする人が多くなってきた。

　でも、人や物事の基本は、人の道徳心や宗教観

で有ったり、自然現象では、物理現象や物理的法

則、数学的概念で有ったりする。

　今自分たちの周りにいくらでも情報が溢れ、真

実を見極める心の力を身につけて情報の選別でき

る力の教育が必要になってきた。

深刻な人手不足

真実を見極める心の力

7広報誌創る vol.155
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焼津市

12日早朝より幟かつぎ参りと神ころがし神
事」が、夕刻からは「御神楽祭」が拝殿
で行われ、夜店も出て賑わいます。
13日は二基の神輿が旧市街を「アンエッ
トン」の掛け声で練り歩きます。

焼津神社荒まつり

〜

/

/

12

13

８

８

イベントの実施・日時・会場については主催者または天候により変更する
場合があります。事前に必ずご確認のうえ、お出かけください。イベントカレンダー

藤枝市花蔵八幡神社祭典/９23

飽波神社例祭
〜

/6 ７10 藤枝市

踊夏祭/7 15
焼津市

静波海水まつり花火大会

問牧之原市観光協会

/７ 27
牧之原市

18：00 ～開会式：ステージ催し
20：00 ～花火打ち上げ
会場：静波海水浴場

問静波一丁目中老会

龍眼山（植松庚申堂）花火大会/８４
牧之原市

18：30 ～盆踊り
19：35 ～花火打ち上げ
会場：榛原公園（龍眼山）

小山城楽市/10７
小山城駐車場　フリーマーケット

吉田町

小山城楽市/８５
小山城駐車場　フリーマーケット

吉田町

小山城楽市/９２
小山城駐車場　フリーマーケット

吉田町

大井川花火大会 島田市
問島田市観光協会 ☎0547-46-2844

/８10

南アルプス寸又峡口山開き

問川根本町まちづくり観光協会 ☎0547-59-2746

本格的な登山になるので、健脚自慢の方
も余裕を持ったスケジュールを

/７７
川根本町

平谷の流したい

問川根本町まちづくり観光協会 ☎0547-59-2746

毎年7月14日の夕方、青竹と麦わらを束
ねて大きな松明を仕立てて川に流し、水

難者の霊を弔う行事

/７14
川根本町

島田市/８ 島田宿川どめ夏まつり上
旬

藤枝市藤枝花火大会
会場：藤枝市蓮華寺池公園

/8７
問藤枝市観光協会

問牧之原市観光協会

さがら海上花火大会/８ 10
牧之原市

19：00～花火打ち上げ
会場：さがらサンビーチ

吉永八幡宮の例祭/9 15
焼津市

〜
/15 169 空の日イベント

問富士山静岡空港広報・地域連携グループ

牧之原市
会場：富士山静岡空港

坂口谷川彼岸花と
かかし祭り

問花と芝生を守る会

牧之原市

会場：細江区佐々木橋付近

/９中
旬

吉田町オータムフェスタ予定
会場：県営吉田公園

/10上
旬

島田髷まつり 島田市/９16

写連坊写真展
〜

/ /28 810
吉田町

　　　　会場：県営吉田公園
９

/10中
旬
島田大祭（帯まつり） 島田市
※3年に一度　寅・巳・申・亥年の三日間

/10中
旬
ばらの丘フェスティバル
Autumn

島田市

金谷文化産業祭/11 島田市上
旬

島田産業まつり 島田市

/11中
旬
千葉山ドウダンツツジ
の紅葉が見ごろ

島田市

岩本住雄写真展
〜

/12 1911 吉田町
会場：県営吉田公園

盆栽展
〜

/22 2511 吉田町
会場：県営吉田公園

小山城楽市/11４
小山城駐車場　フリーマーケット

吉田町

小山城楽市/12２ 小山城駐車場　フリーマーケット
吉田町

川根ふる里
ふれあいまつり

/11 島田市
11

奥大井ふるさとまつり

問川根本町まちづくり観光協会	☎0547-59-2746

大井川河川敷で名産物や特産物の青空市が開催
され、各種レクレーションやイベントも盛りだく
さん。色鮮やかな紅葉を楽しみ、例年多くの人
出で賑わう楽しさいっぱいのお祭りです。

川根本町

えびす講市/19
焼津市11

藤枝市ルミスタふじえだ/11中
旬

まきのはらビタミン
ツーデーウォーク

問ツーデーウォーク実行委員会

牧之原市/下
旬

11

童子沢親水公園もみじまつり
島田市

問島田市観光協会	☎0547-36-7163

猪肉の入った童子汁の販売や、毎回大好

/11

評のお楽しみ抽選会、やまめのつかみ取り等々秋
の一日を家族で楽しもう！

紅葉を楽しみ水辺で遊ぶ、 秋の一日
下
旬

川根のぬっくいあかり展 島田市

問島田市川根地区センター	☎0547-53-3993

明かりアートの会の会員が制作した手作り行燈
を、大井川鐵道家山駅前通り両脇歩道に灯す。

/11下
旬

野守の池
湖上イルミネーション

/12上
旬

島田市

海上花火大会
焼津港新港にて約５千発の花火が焼津の
夜空を彩ります。二十号３連発をはじめ、

/８14
焼津市

海上ならではのスターマインが豪華絢爛です。

徳山の盆踊

問川根本町まちづくり観光協会 ☎0547-59-2746

数百年前、農作物を荒らす獣を追い払い、
五穀豊穣を願って始められた鹿ん舞

/８15
川根本町

鹿ん舞に引き続いて演じられる盆踊り。平安貴族
の舞がルーツで、国の重要無形民俗文化財に指定
されています。

野守まつり 島田市

問島田市観光協会川根支所 ☎0547-53-2220

野守太夫と夢窓国師との非恋物語が残る
「野守の池」で開催される野守まつりは、

/８15

昼は和船漕ぎ大会、夜は灯籠流しや花火大会、盆
踊りなどが盛大に行われます。湖面に浮かぶ数百
の灯籠と湖上花火は幻想的な夜を演出します。

/8 15
岸・大日如来縁日 島田市

野守まつり 島田市

藤枝市鬼岩寺弘法大師縁日/8 20
藤枝市日切地蔵尊縁日/8 26

日限地蔵尊例大祭 島田市

問島田市観光協会 ☎0547-36-7163

「何日に」　｢何日までに」と言うように
日を限ってお願い事をすれば願いが叶う

/８26

と評判が高く、県内外から多くの参拝者が訪れま
す。毎月26日には縁日が開催され、8月26日の大
縁日には、夜遅くまで賑わいます。

SLフェスタ
島田市

問島田市観光協会	☎0547-36-7163

SLフェスタは、大井川流域の市町が連携

/10
大井川流域の観光と鉄道のノスタルジックな
魅力を満喫しよう中

旬

して地域資源を活かした交流事業を展開し、本物
の鉄道を満喫できるイベントです。期間内には地
元物産の販売や地域の人気グルメを集めたフード
コートをもうけて、地域の魅力を発信します。

家山八幡宮秋の祭典 島田市

問島田市観光協会	☎0547-36-7163

野守の池の北側に鎮座する家山八幡宮で
毎年10月第２日曜日に行われる例大祭で

/1014

は、子供からお年寄りまでが一同に集い勇壮な山
車にお囃子で市内を練り歩きます。

寸又峡温泉
和紙のあかり展〜

/15 3110

問川根本町まちづくり観光協会 0547-59-2746

和紙を使ったあかり作品を旅館のロビーや玄関
先、歩道の両側に設置し、温泉街の夜を幽玄の
空間として、優しいあかりで演出します。

川根本町

寸又峡温泉
感謝祭〜

/６ ７12

問川根本町まちづくり観光協会 ☎0547-59-2746

昭和32年12月７日に温泉が湧出した記念の日を
祝い、静かな山々を背景に祈りを込めた温泉開
場感謝祭が執り行われます。12月初旬の凜とし
た空気の中でゆらぐ温泉の湯気は山里への旅情
をかきたててくれます。

川根本町

藤枝市朝比奈大龍勢/20
10

除夜の鐘/31
12

/10下
旬
笹間神楽 島田市

ふるさと伊久身まつり 島田市

クラフトフェア
〜

/27 2910 吉田町
会場：県営吉田公園

天王山公園
イルミネーション

〜
/ /23 31112 川根の冬の風物詩 島田市

天王山公園内にある管理棟とその周辺の樹木、
公園芝生広場のタワー塔に約60,000球のイルミ
ネーションが設置され、辺り一面を輝かせてい
ます。
問NPOまちづくり川根の会 ☎0547-53-2441
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T O P I C S
こ ん な 動 き が あ り ま し た

無
事
故
無
災
害
を
願
っ
て
!!

　
安
全
祈
願
祭
を
開
催

　

建
災
防
島
田
分
会
は
、
４
月
24
日
に

島
田
市
の
「
大
井
神
社
」
に
お
い
て
、

安
全
祈
願
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
招
き
し
た
島
田
労
働
基

準
監
督
署
長
や
島
田
土
木
事
務
所
長
を

は
じ
め
と
す
る
県
の
出
先
機
関
の
所
長

等
と
と
も
に
分
会
役
員
及
び
災
防
委
員

な
ど
約
50
名
が
1
年
間
の
無
事
故
無
災

害
を
祈
願
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
定
時
総
会
を
開
催

　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
及
び
建
災
防
島
田
分

会
並
び
に
島
田
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
は
、
5
月

15
日
に
島
田
建
設
業
会
館
会
議
室
に
お
い
て
、
後
藤

島
田
労
働
基
準
監
督
署
長
、
内
山
島
田
土
木
事
務
所

長
及
び
塚
本
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
長
を
来
賓
と
し

て
お
招
き
し
て
、
平
成
30
年
度
定
時
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
橋
本
会
長
は
、「
近
年
は
自
然
災
害
が
増
え
、

社
会
資
本
整
備
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
る
中
、

私
た
ち
建
設
業
界
は
地
域
の
安
心
・
安
全
な
ど
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
の

建
設
業
界
は
、
長
年
の
競
争
激
化
な
ど
で
疲
弊
し
厳

し
い
経
営
環
境
に
あ
る
。
こ
の
地
域
の
産
業
振
興
や

大
規
模
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
も
、
社
会
資
本
の
よ

り
一
層
の
整
備
推
進
を
期
待
す
る
。」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
（
一
社
）
島
田
建
設

業
協
会
、
建
災
防
島
田
分
会
及
び
島
田
地
区
建
設
事

業
協
同
組
合
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
並
び
に

建
設
事
業
協
同
組
合
の
収
支
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全

て
の
議
案
が
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、

定
時
総
会
に
お
い

て
新
し
い
役
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
建
設
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
会
社
ま
た
は
個
人
を
表
彰
す
る（
一
社
）

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
建
設
業
団
体
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、

当
協
会
か
ら
多
数
の
会
社
及
び
個
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

（
一
社
）
全
国
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

◦
第
２
条
４
号
（
会
社
役
員
）	

大
場　

信
壽
（
㈱
大
場
組　

代
表
取
締
役
）

◦
第
４
条
４
号
（
労
務
）	

㈱
丸
紅

◦
第
５
条
（
従
業
員
・
精
勤
）	

原
﨑　

寅
夫
（
㈱
山
田
組
）

（
一
社
）
静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

◦
第
２
条
３
号
（
協
会
役
員
）

　
　

岡
村　

延
昌
（
岡
村
建
設
工
業
㈱　

代
表
取
締
役
）

　
　

落
合　

直
人
（
㈱
金
谷
工
務
店　
　

代
表
取
締
役
）

◦
第
２
条
４
号
（
会
社
役
員
）

　
　

山
下　

光
浩
（
山
下
建
設
㈱　

代
表
取
締
役
）

◦
第
４
条
１
号
（
経
営
）

　
　

た
む
ら
建
設
㈱

◦
第
５
条
（
従
業
員
、
精
勤
）

　
　

松
村　

啓
司
（
大
河
原
建
設
㈱
）

　
　

落
合　

正
典
（
㈱
山
田
組
）

　
　

永
田　

仁
志
（
㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ
）

　
　

杉
本　

可
能
（
㈱
特
種
東
海
フ
ォ
レ
ス
ト
）

　
　

小
野　

博
之
（
岡
村
建
設
工
業
㈱
）

　
　

見
﨑　

俊
夫
（
岡
村
建
設
工
業
㈱
）

　
　

浦
田　

和
俊
（
岡
村
建
設
工
業
㈱
）

第
34
回
（
一
社
）
静
岡
県
建
設
業
協
会
建
設
も
の
創
り
大
賞
表
彰

◦
土
木
部
門　

優
秀
賞

　

㈱
山
田
組　
　
　

	

平
成
28
年
度
［
第
28
︱
Ｋ
２
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災害防止への取り組み

10 広報誌創る vol.155

　平成30年度も３ヵ月が過ぎようとしています。７月
６日には、金谷の夢づくり会館で安全大会を計画して
おり、関係する皆様には大勢参加していただき大会を
盛り上げていただければと思っています。
　安全確保を第一に活動していますが、この大会を機
にさらなる安全意識の高揚を図り、無事故無災害が達
成できればこんなに嬉しいことはありません。
　建災防島田分会では、ここまで皆様の頑張りで、２
年連続死亡災害ゼロを継続しており、目標は当然３年
連続死亡災害ゼロになります。
　そうはいっても危険は常に隣り合わせです。現場に
おいても積極的に活動し安全な職場環境を作り上げる
ようにして下さい。
　今年も熱中症が心配される季節を迎えました。身体
が暑さに慣れるまで、休憩を十分取り、水分、塩分も
しっかり補給するなど、対策の徹底をお願いします。

　分会では、知り得た情報は出来るだけ早く皆様に届
くよう心掛け、安全で健康に働くことができる職場を
実現し、誰もが安全を最優先する「安全文化」の定着
を願っています。

「災防への取り組み」

観光スポット 野守ノ池

　貴重な、野池。昔は大井川で、野守大夫と言う尼僧の悲恋物語があります。

　中部地区では有名なヘラフナ釣りのメッカとなりました。

★



●総会
　通常総会　５月15日（火）当協会　　出席者数52名

●理事会
　第１回理事会　　４月24日（火）当協会
　　◦総会議案の審議（協会・災防・組合）
　　◦その他

●監査
　平成29年度監査（協会、分会、組合）４月18日（水）当協会

●正副会長会議
　第１回会議　４月24日（火）当協会
　　◦今後の主要行事日程について
　　◦官公庁挨拶回りについて
　　◦その他
　第２回会議　5月21日（月）当協会
　　◦浜松河川国道事務所との意見交換会について
　　◦その他

●広報委員会
　第１回委員会　４月６日（金）当協会
　　◦広報誌VOL155号の企画
　　　広報誌VOL155号取材４月24日（火） 
　　　　島田土木事務所長インタビュー
　　　広報誌VOL155号取材４月26日（木）
　　　　焼津漁港管理事務所長インタビュー
　　　広報誌VOL155号取材４月27日（金）
　　　　志太榛原農林事務所長インタビュー
　第２回委員会　６月１日（金）　当協会
　　◦広報誌VOL155号の校正
　第３回委員会　６月８日（金）　当協会
　　◦広報誌VOL155号の校正

●労務委員会
　第１回委員会　５月23日（水）　当協会
　　◦親子現場見学会について

●土木・建築委員会
　第１回委員会　６月26日（火）　当協会
　　◦高校生インターンシップについて
　　◦大井川川まつり大会について
　　◦土木技術者研修会について

●環境・災害対策委員会
　一般県道静岡空港線の美化活動
　◦５月24日（木）
　　島田土木事務所、静岡空港管理事務所、富士山静岡空港㈱、

島田建設業協会が参加
　災害対策用機械操作訓練（国土交通省静岡国道事務所・静

岡河川事務所主催）
　◦５月25日（金）
　　安倍川左岸河川敷（静岡市葵区与一５丁目地先）

●建災防島田分会
　安全祈願祭　４月24日（火）10：00 ～
　　◦国・県関係機関、分会役員、安全指導者が出席
　安全パトロール
　　◦第１回　４月24日（火）４地区
　　◦第２回　５月18日（金）５地区
　災防委員会（安全委員会）
　　◦第１回　5月18日（金）当協会
　　　委員会年間事業計画について
　　　平成30年度支部長安全表彰受賞候補者の推薦について
　　　平成30年度安全指導者研修会の実施について
　　　島田地区建設業労働災害防止安全大会の開催について
　　　安全標語の募集について等
　足場の組立て等作業主任者技能講習会及び試験
　　◦６月５日（火）～６日（水） 当協会
　地型枠支保工の組立て等作業主任者技能講習会及び試験
　　◦６月11日（月）～ 12日（火） 当協会
　地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習会及び試験
　　◦６月19日（火）～ 21日（木） 当協会

●今後の予定
　　◦島田地区建設業労働災害防止安全大会
　　　日　時　　平成30年7月6日（金）13：00 ～
　　　場　所　　島田市金谷生きがいセンター　夢づくり会館
　　◦第20回大井川「川まつり」
　　　日　時　　平成30年８月２日（木）10：00 ～ 15：30
　　　場　所　　島田市民総合施設「プラザおおるり」
　　◦島田建設業協会70周年記念式典、祝賀会
　　　日　時　　平成30年11月７日（水）17：30 ～
　　　場　所　　ホテルオーレ（藤枝市）

印　刷：株式会社 共立アイコム　　藤枝市高柳1-17-23　TEL 054-635-4651
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　　　　URL  http://www.shimadakenkyo.jp/　E-mail  info@shimadakenkyo.jp
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　静岡県牧之原市（旧榛原町）布引原には、太平洋戦争中に大井海軍航空隊がありま
した。昭和15年（1940年）４月、建設用地となった牧之原台地の小学校民家約200戸、
茶園を強制収用。太平洋戦争末期の昭和20年（1945年）３月25日には、機上作業練習
機（白菊）を使用した特攻隊（八州隊）を編制。特攻待機が解除された６月25日まで
の期間、特攻訓練が実施されました。
　終戦後、滑走路は再び茶園になりましたが、正門門柱、号令台地下壕、講堂などの
遺構が残存。
　牧之原市コミュニティ－センターには、練習機のエンジン、車輪、大井海軍航空機
の時鐘が展示されています。


